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▲０期：尾張名所図絵に残る浅井古墳群

▲Ⅰ期：馬見塚遺跡で発見された土器棺

 

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
考
古
学
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情

報
を
分
析
・
研
究
す
る
こ
と
で
、
人
類
の
歴
史
を

紐
解
い
て
い
く
学
問
で
す
。
学
問
と
し
て
確
立
し

た
の
は
十
八
世
紀
末
頃
と
比
較
的
新
し
く
、
日
本

で
は
明
治
時
代
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
が
行
っ

た
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
を
き
っ
か
け
に
花
ひ
ら

い
て
い
き
ま
す
。

　
い
ち
の
み
や
の
考
古
学
の
あ
ゆ
み
は
、
大
正
十

五
年（
一
九
二
六
）七
月
に
馬
見
塚
遺
跡
で
縄
文
時

代
の
土
器
棺
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
歴
史
は
三
つ
の
出
来
事
を
区
切
り
に
、

0
期
〜
Ⅲ
期
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
だ
考
古
学
と
い
う
学
問
は
な
い
も
の
の
、
江

戸
時
代
の
文
献
史
料
な
ど
に
遺
跡
や
遺
物
の
記
述

が
見
ら
れ
る
時
期
で
す
。
今
伊
勢
町
に
あ
る
車
塚

古
墳
が
洪
水
に
よ
っ
て
崩
れ
、
鏡
や
鉄
製
品
が
出

土
し
た
こ
と
や
、
浅
井
町
河
田
地
区
で
は
古
墳
の

土
を
掘
り
取
っ
て
い
た
ら
石
棺
が
出
た
こ
と
が
記

録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
明
治
時

代
以
降
も
偶
発
的
に
古
墳
な
ど
か
ら
遺
物
の
出
土

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）秋
、
浅
野
に
住
ん
で

い
た
郷
土
史
家
・
森
　

徳
一
郎
は
、
馬
見
塚
の
区
長

宅
で
大
型
の
打
製
石
斧
を
見
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
大
変
興
味
を
惹
か
れ
た
森
は
、
大
正
十
五
年
七

月
二
十
四
日
、
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
の
も
と
馬

見
塚
地
内
で
発
掘
を
行
い
、
多
数
の
土
器
棺
や
石

器
な
ど
縄
文
時
代
の
存
在
を
示
す
遺
物
を
多
く
発

見
し
ま
し
た
。
尾
張
平
野
に
は
縄
文
時
代
は
存
在

し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
た
め
、
馬
見
塚
遺
跡
発

見
の
報
告
は
当
時
の
日
本
考
古
学
会
に
大
き
な
波

紋
を
呼
び
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
り
、
葉
栗
野
古
墳
（
浅
井
町
河
田
）、

長
福
寺
廃
寺
（
千
秋
町
）、
上
町
屋
古
墳
（
今
伊
勢

町
）
な
ど
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
い
ち
の
み
や
の
考

古
学
は
黎
明
期
を
迎
え
ま
す
。

０
期
：
記
録
に
残
る
遺
跡
・
遺
物
の
発
見

Ⅰ
期
…
馬
見
塚
遺
跡
の
発
見

い
ち
の
み
や
考
古
学
史

い
ち
の
み
や
考
古
学
史

ま
　
み
　
づ
か

く
る
ま

づ
か

も
り
　
と
く
い
ち
ろ
う

せ
き
　

ふ
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ぐ
り
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ょ
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や
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▲Ⅲ期：福塚前遺跡

ê
Ⅱ
期
：
岩
塚
古
墳（
浅
井
古
墳
群
）発
掘
風
景

写真左が北。
南北に196m、東西に10m

（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
瀧
　

は
る
香
）

　　
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）に
は
市
史
編
さ
ん

室
が
発
足
し
、
発
掘
調
査
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
十
五
年
に

実
施
さ
れ
た
浅
井
古
墳
群
の
発
掘
調
査
を
始
め
、

尾
張
病
院
山
中
遺
跡
（
萩
原
町
･
大
和
町
）、
元
屋

敷
遺
跡
（
丹
陽
町
）、
馬
見
塚
遺
跡
F
地
点
な
ど
東

海
地
方
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
が
次
々

と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
発
掘
調
査
の
成
果
は

『
新
編
一
宮
市
史
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
在
野
で
は
昭
和
三
十
八
年
に
一
宮

考
古
学
会
が
発
足
し
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
に
は

「
尾
張
平
野
の
あ
け
ぼ
の
」
展
（
表
紙
写
真
）
が

名
鉄
丸
栄
百
貨
店
（
当
時
。
現
在
は
閉
店
）
で
開

催
さ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
考
古
学
の

機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　　『
新
編
一
宮
市
史
』
発
刊
の
集
大
成
と
し
て
計
画

さ
れ
た
博
物
館
は
、
昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）

十
一
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
博
物
館
の
開
館
と
同

時
期
に
、
愛
知
県
が
主
体
で
行
っ
た
東
海
北
陸
自

動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
は
数
千
㎡
か
ら
数

万
㎡
と
い
う
大
規
模
な
も
の
が
多
く
、
八
王
子
遺

跡
（
大
和
町
苅
安
賀
）
を
は
じ
め
一
宮
市
の
歴
史

の
新
た
な
側
面
を
見
せ
る
よ
う
な
大
き
な
成
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
博
物
館
開
館
後
は
、
博
物
館
が
文
化
財
保
護
業

務
を
兼
任
し
ま
し
た
。
業
務
の
一
環
と
し
て
発
掘

調
査
が
あ
り
、
直
近
で
は
平
成
三
十
年
、
令
和
元

年
に
行
っ
た
福
塚
前
遺
跡
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）
の

発
掘
調
査
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の
速
報

成
果
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
八
日（
土
）〜
十

二
月
二
十
七
日（
日
）に
開
催
し
た
特
別
展
「
発
掘

さ
れ
た
日
本
列
島
二
〇
二
〇
」
の
地
域
展
と
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。
福
塚
前
遺
跡
は
現
在
報
告
書
の

発
刊
に
向
け
て
、
整
理
・
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
ち
の
み
や
の
考
古
学
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

■
参
考
文
献

一
宮
市
博
物
館
　
二
〇
〇
三

　
　
　
　
　
　
『
一
宮
の
考
古
学
の
あ
ゆ
み
八
〇
年
』

Ⅱ
期
…
市
史
編
纂
作
業
と
と
も
に

Ⅲ
期
…
博
物
館
の
開
館
、
そ
し
て
現
在

あ
ざ
　

い

も
と
　

や

は
ち
お
う
　

じ

ふ
く
づ
か
ま
え

し
き
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９
月　

日
∫
〜　

日
∂
、
愛
知
芸
術

２４

２７

文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
愛
知
県
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
、
第　

回
愛
知

４５

県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は　

名
の
方
が
出
品
さ

１６

れ
、
ã
木
み
ど
り
さ
ん
（
洋
画
部
門
）

が
特
選
、
浅
井
和
洋
子
さ
ん
（
洋
画
部

門
）
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
ª
、
県
文
連　

周
年
記
念

１２

２５

４５

文
芸
誌
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら

は
１
１
１
名
の

方
が
投
稿
さ
れ

ま
し
た
。

●
愛
知
県
民
茶
会

●
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会

　

い
ず
れ
も
今
年
度
は
開
催
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

県
文
連　

周
年
記
念
文
芸
誌

４５

愛
知
県
文
連
美
術
展

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）
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「
国
語
は
、そ
の
国
の
文
化
の
象
徴
と

い
わ
れ
る
程
、
重
要
で
あ
り
且
つ
大
切

な
も
の
」
と
、
あ
る
文
化
人
が
著
書
に

も
記
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
語
科
の
科
目
中
で
の
書
写
、

所
謂
「
習
字
」
の
授
業
を
ど
な
た
も
小

中
学
校
時
に
経
験
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
で
は
芸
術
科
の
教
科
の

一
つ
で
あ
る
「
書
道
」
を
選
択
さ
れ
、

そ
の
延
長
線
上
で
の
『
書
』
と
い
う
事

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
表
題
の
件
に
つ
い
て
私
事

で
恐
縮
で
す
が
、
今
年
華
甲
に
当
た
り

ま
し
て
思
い
想
い
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て

参
り
ま
す
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

幼
少
期
で
す
が
、
ふ
と
感
激
・
感
動

し
た
物
事
を
襖
・
障
子
・
す
り
ガ
ラ
ス

等
々
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
箇
所
へ
自
由

奔
放
に
描
き
ま
く
っ
て
お
り
ま
し
た
。

家
族
は
放
任
主
義
だ
っ
た
の
か
？
時
に

人
が
集
ま
る
事
前
に
そ
の
跡
を
整
備
し

て
、
い
つ
も
笑
顔
で
向
き
合
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
、
唯
、
書

く
と
い
う
行
為
が
大
好
き
で
し
た
。
が
、

其
の
表
現
作
で
褒
美
を
貰
っ
た
経
験
は

無
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

師
匠
、
亀
山
雪
峰
先
生
と
の
出
会
い

は
、
高
校
一
年
生
書
道
科
授
業
で
す
。

四
十
五
年
に
亘
り
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
書
道
芸
術
は
も
と
よ
り
美
感
や
物

事
の
捉
え
方
等
、
様
々
な
面
を
多
く
御

教
導
を
賜
り
感
化
を
受
け
て
、
絶
え
ず

学
ぶ
事
の
大
切
さ
を
授
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

書
道
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、
様
々

な
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
先
輩

諸
賢
を
は
じ
め
、
書
道
愛
好
家
の
皆
々

様
、
仕
事
の
関
係
各
所
よ
り
懐
か
し
い

恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
も
…
。

　

さ
て
、
書
作
品
表
現
の
発
表
の
場
面

に
至
る
ま
で
に
は
色
々
な
角
度
・
尺
度

か
ら
捉
え
方
は
有
り
ま
す
。
が
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
高
校
三
年
生

当
時
二
尺
・
八
尺﹇　

×　

﹈縦
五
行
も

６０

２４０

の
の
隷
書
で
市
美
術
展
初
出
品
展
示
を

頂
い
た
事
で
す
。
ま
た
当
時
の
解
説
の

先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
い
た
、
そ
の
歓

び
感
動
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
況
下
に
お
い
て
は
、

先
行
き
不
透
明
で
す
が
、膨
大
で
計
り

知
れ
な
い
『
書
』
の
専
門
内
容
を
少
し

で
も
学
び
つ
つ
、
己
自
身
が
感
性
を
磨

き
、
修
練
を
積
み
重
ね
て
、
継
続
し
て

行
く
事
が
出
来
る
斯
道
に
感
謝
を
し
つ

つ
、
感
動
で
き
る
言
葉
・
表
現
等
に
よ

り
多
く
出
合
え
る
よ
う
研
鑽
し
て
行
く

所
存
で
す
。

　

ま
た
『
書
』
の
魅
力
、
良
さ
等
を
多

く
の
皆
様
へ
ア
ピ
ー
ル
活
動
の
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
い
乍
ら
も
、
定
義
難
解
極

ま
る
「
美
」    
、    「
書
芸
」
を
追
究
出
来
る

一
生
幸
せ
者
で
あ
る
こ
と
を
一
心
に
、

こ
れ
か
ら
も
更
に
一
層
楽
し
ん
で
参
り

た
く
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
 

『
書
』 
  
を   
通   
し   
て

書
部
門  
公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
一
宮
支
部
長  

川
浦  
碧  
濤 
へ
き 
と
う

エッセイ 

『
書
』

亀山雪峰先生著書
郷土文化人叢書

千字文一節
（平成３１年１月制作）

黙 識 論語より
浅井公民館展示

・
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【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
３
月　

日
º
・
４
月　

日
º

２７

２４

５
月　

日
º
・
６
月　

日
º

２２

２６

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く
「
唐
詩
三
百

首
」
を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏

（
東
洋
文
化
振
興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
３
月　

日
∂
・
４
月　

日
∂

２８

２５

５
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂

２３

２７

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
６
日
∏
・
５
月
４
日
¥

６
月
１
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月
８
日
º

１０

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１２

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月
９
日
∂

１１

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
５

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A（　

）１
１
６
１

７６

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２０

（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
オ
ペ
ラ
名
曲
集
ほ
か
、
楽
し
い

曲
を
演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
一
般
５
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料

（
要
整
理
券
） 

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

「童」 　　　　　　　　　　岩田 澗流

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

８７
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【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
６
月
６
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
市
制
一
〇
〇
周
年
を
祝
し
て

演
奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
掲
載
し

て
い
る
催
し
や
教
室
な
ど
は
中
止

・
延
期
等
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
開
催
状
況
は
、
問
合
せ
先
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
Ú
』

　

今
年
度
の
開
催
中
止

8

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 4　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

『加入団体の催し』欄に情報を掲載しませんか？ 『加入団体の催し』欄に情報を掲載しませんか？ 
このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の

活動情報を募集します。 

掲載を希望される団体は、発行月３・６・８・12月の

前々月15日までに、 

下記の必要事項を任意の様式にて記入の上、事務

局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時 
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法 
⑨その他必要事項 

〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必
要
事
項 

提
出
先 

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

 
催
し
中
止
の
お
知
ら
せ


